
 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年2月号 

11月00日 

2  
2019 

「労働施策基本方針」を正式決定 

2018（平成 30）年 12 月 28 日に、「労働施策基本方針」が閣議決定されました（同日から適用）。こ

の基本方針は、「労働施策総合推進法（旧雇用対策法）」に基づいて策定されたもので、今後の労働政策

の基本となるものです。働き方改革実行計画に規定されている施策を中心に、労働施策に関する基本的

な事項、その他重要事項などが盛り込まれています。そのポイントは、次のとおりです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・労働施策基本方針のポイント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【基本方針の内容と目指す社会（厚生労働省資料）】 

（１） 長時間労働の是正 

（２） 過労死等の防止 

（３） 中小企業等に対する支援・監督指導 

（４） 業種等の特性に応じた対策等の推進 

（５） 最低賃金・賃金引上げと生産性向上 

（６） 産業医・産業保健機能の強化 

（７） 安全で健康に働ける労働環境の整備 

（８） 職場のハラスメント対策及び多様性を受け入れる環境整備 

例） 「労働時間の短縮等の労働環境の整備」に関する項目 

★（１）、（５）、（８）など、企業実務に影響を及ぼすような項目が並んでいますね。 

厚生労働省では、今後、この基本方針に基づき、目指すべき社会の実現に向けて取り組んでいくとのことです。 

具体的に実施されることになった労働施策で、重要なものについては、適時紹介させていただきます。 

～「人」についてサポートし中小企業の発展・繁栄に助力します～ 

ほ っ と レ タ ー 
社会保険労務士法人 諏訪労務管理センター 
〒392-0022 長野県諏訪市高島３－１２０１－９０ 

TEL 0266-52-2444  FAX 0266-52-5244 

e-mail  info-sharoushi@misawakaikei.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お仕事 
カレンダー 

3月 

働き方改革関連法－年次有給休暇の時季指定義務制度の創設① 

平成 31（2019）年４月に主要な改正規定の施行を控えた「働き方改革関連法」について、年次有給休

暇の時季指定義務制度（労働基準法の改正）を取り上げます。 

お仕事 
カレンダー 

2月 

＜年次有給休暇の時季指定義務制度とは＞ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・年次有給休暇の時季指定義務制度① 基本的な内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2/1 ● 2018年分贈与税の申告と納付の開始（～3月15日） 

2/12 ● 一括有期事業開始届の提出（建設業） 

主な対象事業：概算保険料160万円未満で、かつ請負金額が1億8,000万円未満の工事 

● 1月分の源泉所得税、住民税特別徴収税の納付 

2/28 
● 1月分健康保険料・厚生年金保険料の納付） 

● 2018年12月決算法人の確定申告と納税・2019年6月決算法人の中間申告と納税（決算応当日まで） 

● 3月・6月・9月決算法人の消費税の中間申告（決算応当日まで） 

● じん肺健康管理実施状況報告書の提出期限 

● 固定資産税（都市計画税）納付（第4期分） 

 

 

この制度は、年次有給休暇の取得を促進するために設けられたものです。 

この制度により、企業（使用者）は、10 日以上の年次有給休暇が付与される社員（労働者）に対して、年次有給休暇の日数うち年５

日については、使用者が時季を指定して、労働者に取得させることが必要となります。 

ただし、労働者の時季指定や計画的付与により取得された年次有給休暇の日数分については、時季指定の必要はありません。 

 

 

●業種・規模を問わず、すべての企業が対象となります。 

●10 日以上の年次有給休暇が付与される社員であれば、正規・非正規を問わず対象となります。また、管理監督者も対象となりま

す。 

●社員が時季指定した場合や計画的付与がなされた場合、あるいはその両方が行われた場合には、それらの日数の合計を年５日

から差し引いた日数について、会社に時季指定が義務づけられる。それらの日数の合計が年５日に達したときは、会社は時季指

定の義務から解放される。 

●時季指定しただけでは足りず、実際に対象となる社員が年５日以上の年次有給休暇を取得する必要がある。 

年次有給休暇を取得しない 

労働者がいると・・・ 

➡使用者が積極的に取得させ

ないと、罰則が適用される仕

組みになりました！（罰則の

内容は、30万円以下の罰金） 

★会社によっては、年次有給休暇について、法定の基準日より前に付与したり、基準日を統一したりといった取り扱いを

していると思いますが、そのような場合の時季指定ルールも規定されています。詳しい内容についてはお尋ねください。 

また、この改正にあわせて、年次有給休暇の管理が厳密に求められることになり、会社は、社員ごとに「年次有給休暇管

理簿」を作成し、３年間保存しなければならないことになりました。次号で取り上げますが、この件についても、気軽に

お尋ねください。 

＜時季指定義務制度の注意点＞ 



今月のお題は、「有休5日連続取得したら何をしますか？」です。 

結果を見ると、旅行に行きたい者が多いですね。本来の有休の活用の仕方かもしれません。 

義務化される5日取得。有効に活用したいですね。 

木村：そもそも有休がないんですが。。。もし５日連続休めたら、夏の甲子園とプロ野球観戦、又はモナコにF1を観に行き

たいです。 

五味：資格取得のための勉強 

池上：家族と休みが合えば旅行に行きます。1人だったら屋根裏を掃除して小さくなった子供服をメルカリで売ります！ 

あとケーキを焼きます！ 

渡辺：旅行（料金が安そうな時期に南国に行きたいです。夏場なら北海道もいいかもしれません。） 

武井：ヨーロッパ方面の海外旅行に行きたいです！ 

濵： 旅行に行きたいです（少し遠めの所へ） 

高野：USJに行ったことがないので行ってみたいです！ 

両角：産休中 

小坂：海外旅行か沖縄に行きたいです！（お金があれば） 

宮坂：お金があれば、韓国など旅行に行っておいしいものを食べたり、チマ・チョゴリを着たりするツアーに参加したい。 

 

 

 

 

  

◆あとがき◆  

 早いもので、2月ももうすぐ終わります。日も長くなり、少しずつ春に近づいています。 

 相変わらずの、働き方改革関連法についてですが、年が明けてからこの方、厚生労働省から発信されるトピック

は、「同一労働同一賃金」にシフトしてきています。 

 もはや、年次有給休暇取得義務とか時間外労働上限規制とかは、俎上に上がってきていません。各業界雑誌など

を見ても、中心は「同一労働同一賃金」です。 

 正社員等とパート・有期雇用労働者との均等・均衡待遇を今後どのように整備してゆくのか。また、派遣労働者

の待遇はどうなるのか。年休取得や時間外規制は、ある程度法律で決められた内容なのでそれに沿えばそれほど問

題ではないですが、同労同賃はどのような姿勢でどう向き合っていくのか、企業の価値が問われることでもあり、

誤ると裁判でも非常に不利になるという点で、実は、今回の関連法の中では一番重く、インパクトが強い内容です。 

 就業規則、賃金規程は必須となるのはもちろんですが、その賃金規程も賃金テーブルだとか人事評価制度もない

場合、同一労働同一賃金には対応できない可能性が高くなります。 

 まだ少し先ですが、今からでも準備していかないと、手遅れになる会社も出てくるのではないかと思います。 

 例えば、賃金規程でこんな賃金の決定の記述が見受けられます。（というより、中小零細企業のほとんどがこん

な感じです。） 

『第〇条（基本給）「当社の基本給は、各人の能力、経験等を考慮して総合的に決定する。」』 

今までは、これで何の問題もなく来れました。ただし今後は、これ、ほぼ間違いなく会社側の負けです。労働者

から、賃金の支給基準について説明を求められたら、説明する義務が出ます。その説明方法として“資料を活用の

うえ口頭により説明”となっていて、この条項文では、説明になっていないからです。 

賃金基準や人事評価制度をつくるには、年単位の時間がかかります。この春以降には準備をしていかないと、2

年後は相当厳しくなると思います。 

弊社でも、こういった流れに対応すべく準備を始めております。遠くない時期にご案内できると思いますので、

しばらくお待ちください。 

先日のメールマガジンでも書きましたが、（特に）同一労働同一賃金をしっかり理解してこれに沿っていかない

と、非常に危ういと同時に、人が集まらず仕事もこなせずという負のスパイラルに入ってしまう危険性が十分に考

えられます。 

スタッフアンケート 



 


